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景気動向指数（2020 年 1 月）の予測  

 ～前月差プラスも「悪化」判断は継続。先行きはさらなる下振れへ～ 
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新型肺炎の悪影響が顕在化する前から景気は悪化。先行きはさらなる下振れへ。 

内閣府から３月６日に公表される 2020 年１月の景気動向指数では、ＣＩ一致指数を前月差＋0.4 ポ

イントと予想する。内訳では、有効求人倍率や投資財出荷指数などマイナス寄与の一方、耐久消費財

出荷指数や小売業販売額などがプラス寄与となり、全体では小幅上昇が見込まれる。 

ＣＩ一致指数は４か月ぶりのプラスが見込まれるが、19 年 10-12 月期に前期差▲4.8 ポイントもの

急低下になった後の戻りとしては非常に弱い。ＣＩは引き続き低下傾向にあると判断される。内閣府

による基調判断も「悪化」が維持される見込みである。１月は前月差ではプラスになるものの、３ヶ

月後方移動平均の前月差はマイナスが続くとみられ、基調判断上方修正の基準は満たさない。 

なお、1月分については新型肺炎の影響はほとんど反映されていないとみられるが、２月分からはこ

れによる下押しが顕在化する。中国経済の悪化により輸出が大きく下押しされるとみられることに加

え、国内でも外出手控え等による個人消費下振れの可能性が高まってきた。景気はこの先、一段と下

振れる可能性が高い。 

 

 

 

 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」

（注）直近の2020年1月は第一生命経済研究所による予測値
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